
世
南
の
生
涯
を
叙
述
す
る
に
あ
た
り
、
没
後
ま
も
な
く
公
に
さ
れ
た

二
つ
の
略
伝
を
あ
ら
か
じ
め
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
以
後
の

を
読
む
折
、
そ
の
人
と
な
り
が
わ
か
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
二
文
と
も
漢
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
書
き
下
し
文
に
改
め
た
。

高
野
山
奥
の
院

（
＿
の
橋
か
ら
中
の
橋
の
間
）

句
碑

天
保
八
年
(
-
八
三
七
）
七
回
忌
建
立

（
正
面
）
は
や
あ
と
に
な
る
た

ゞ
今
ぞ
花
盛

-
、
世
南
略
伝

素
芯
書

（
碑
陰
）
世
南
、
姓
は
高
橋
、
名
は
茂
正
、
世
々
信
の
上
田
侯
に
仕
ふ
。
父
、
茂
辰
、
京
邸
監
と
為
り
て
没
す
。
茂
正
、
任
を
辞
し
、
大
坂

に
居
り
、
六
轡
と
号
し
て
俳
諧
者
流
た
り
。
蓋
し
其
の
平
日
好
む
所
な
ら
ん
。
後
、
世
南
と
改
め
、
亦
、
幻
華
と
号
す
。
頗
る
読
書
井
び

世
南

漂
泊
の
俳
人
高
橋
世
南

矢

羽

勝

幸

文
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II に
翰
墨
を
解
し
、
倍
輩
に
超
越
す
る
者
有
り
。
然
る
に
性
質
訥
邑
に
阿
ぬ
る
能
は
ず
。
唱
和
は
故
よ
り
行
脚、

蓬
累
、
自
ら
居
を
定
む
る

に
退
あ
ら
ざ
る
を
苦
し
む
。
年
四
十
三
、
天
保
辛
卯
三
月
十
一
日
、
京
の
寓
庵
に
病
死
す
。
出
水
の
長
園
寺
の
先
人
の
墓
の
側
に
葬
る
。

其
の
平
生
の
未
だ
顕
れ
ざ
る
を
惜
み
、
乃
ち
、
為
に
其
の
嘗
て
吟
詠
す
る
所
の
句
を
撰
び
上
木
し
、
別
に

一
句
を
撰
び
、
其
の
師
素
芯
に

乞
ひ
之
を
書
せ
し
め
、
石
に
刻
し
、
又
、
海
客
に
嘱
し
、
之
を
碑
陰
に
録
し
、
之
を
高
野
の
山
に
樹
つ
。
在
に
丁
酉
春
三
月
十
一
日
、
即

ち
其
の
七
回
忌
辰
た
り
。
因
っ
て
以
て
追
悼
の
意
を
表
す
る
の
み
。
其
の
従
遊
の
者
、
並
び
に
其
の
句
帖
に
見
ゆ
る
者
、
在
に
録
せ
ず
。

碑
表
の
句
を
揮
越
し
た
素
芯
は

一
般
に
は
桜
井
梅
室
の
名
で
知
ら
れ
る
高
名
な
俳
人
で
あ
る
。
天
保
の
三
大
家
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

文
中
に
あ
る

「嘗
て
吟
詠
す
る
所
の
句
を
撰
び
上
木
」
し
た
の
は
三
年
後
に
完
成
す
る
『
幻
華
集
』

三
巻
の
こ
と
で
あ
る
。

『
幻
華
集
』

梅
居
編
・
天
保
十
＿
年
刊

（揉
雪
園
蔵
板
）
序
文

（
前
略
）
居
士
姓
高
橋
氏
、
元
上
田
藩
士
為
り
、
少
に
し
て
俳
体
を
井
上
士
朗
に
学
び
、
初
め
六
轡
と
称
す
。
後
虞
世
南
の
人
と
為
り
を
慕

ひ
、
乃
は
ち
今
の
号
に
改
む
。
性
廉
介
、
寡
欲
、
夙
に
世
と
相
容
れ
ざ
る
を
悟
り
、
官
を
棄
て
て
浪
遊
し
、
江
勢
の
間
に
楠
祥
し
て
毎
に

其
の
土
の
名
流
の
争
ひ
延
く
所
と
為
る
。
終
に
甑
を
京
師
に
結
び
、
幻
華
と
日
ふ
。
超
然
と
し
て
自
ら
楽
し
み
軽
し
く
人
と
交
わ
ら
ず
。

天
保
二
年
辛
卯
季
春
病
み
て
没
す
。
時
に
年
四
十
三
。
妻
子
を
蓄
へ
ず
、
主
人
兄
弟
に
遺
言
し
て
日
く
、
死
す
と
も
訃
ぐ
る
な
か
れ
、
墓
、

磁
と
す
る
な
か
れ
、
特
だ
竹

一
竿
を
植
え
ば
、
則
ち
足
る
と
。
（
下
略
）

文
中
の
兄
弟
は

『
幻
華
集
』
を
編
集

・
刊
行
、
高
野
山
の
句
碑
を
建
て
た
京
都
の
世
南
門
人
平
塚
薦
堂

・
梅
居
兄
弟
の
こ
と
で
あ
る
。

右
の

二
文
を
要
約
す
る
と
、
世
南
は
本
名
を
高
橋
茂
正
と
い
い
代
々
信
濃
上
田
藩
に
仕
え
た
。
父
は
京
都
屋
敷
留
主
居
役
で
あ
っ
た
。
父
の

没
後
、
脱
藩
、
俳
諧
を
も
っ
て
大
坂
あ
る
い
は
近
江

・
伊
勢
の
地
を
漂
泊
し
た
。
俳
諧
は
若
年
時
よ
り
嗜
み
、
名
古
屋
の
井
上
士
朗
、

ろ

く

ひ

せ

い

な

ん

都
の
桜
井
梅
室
に
師
事
し
た
。
初
号
を
六
轡
、
の
ち
世
南
と
い
う
。
世
南
は
唐
の
文
人
虞
世
南
を
慕
っ
て
の
号
で
あ
る
。
生
涯
独
身
、
超
然
と

の
ち
京

し
て
世
に
お
も
ね
ら
ず
、
軽
々
し
く
人
と
交
際
し
な
か
っ
た
。
天
保
二
年

(
-
八
三一

）
三
月
十
一
日
京
都
の
寓
居
で
病
死
し
た
。
享
年
四
十
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に
病
没
し
た
。

の
こ
の
転
勤
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

世
南
の
先
祖
に
つ
い
て
上
田
藩
松
平
家
の
家
臣
文
書

『
明
細
』
よ
り
ま
と
め
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

高
橋
家
は
京
都
府
亀
岡
市

（当
時
亀
山
）
の
出
身
ら
し
く
、
延
宝
年
間
(
-
六
七
三
ー
八
0
)
時
の
亀
山
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
忠
晴
に
よ
っ

て
足
軽
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
松
平
家
は
の
ち
武
蔵
岩
槻
、
但
馬
出
石
と
転
封
を
重
ね
、
忠
晴
の
子
忠
周
の
代
、
宝
永
三
年
（

一
七
0
六
）
に

真
田
、

仙
石
の
後
を
引
き
継
い
で
信
濃
上
田
に
入
城
し
た
。
高
橋
家
も
足
軽
と
し
て
上
田
に
移
っ
た
。
当
時
の
当
主
は
世
南
の
曾
祖
父
に
当
る

人
ら
し
い
が
、

享
保
十
七
年

（一

七
三
二
）
に
は
御
徒
士
格
に
昇
進
、
祖
父
与
兵
衛
も
忠
勤
に
励
ん
で
中
小
姓
、
納
戸
役
と
着
実
に
出
世
、
明

和
五
年

（一

七
六
八
）
に
は
八
十
石
取
り
で
御
次
目
付
に
昇
格
し
て
い
る
。
安
永
六
年

（一

七
七
七
）
に
は
、
七
十
石
で
父
与
兵
衛
茂
辰
が
家

督
を
継
ぐ
が
こ
の
人
も
ま
た
勤
勉
な
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
寛
政
三
年
（

一
七
九

一
・
世
南
三
歳
）
五
月
に
は
八
十
石
で
京
都
屋
敷
の
留
主
居

役
、
京
都
足
軽
支
配
の
要
職
に
就
い
た
。
京
都
屋
敷
は
、
七
本
松
下
立
売
下
ル
に
あ
っ
た
藩
の
屋
敷
の

―
つ
で
松
平
忠
周
の
京
都
所
司
代
就
任

（享
保
二
年
＼
九
年
）
の
折
に
設
け
ら
れ
、
以
後
幕
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
小
藩
を
除
く
多
く
の
藩
が
京
都
に
藩
邸
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ

は
藩
士
に
儀
礼
式
典
を
学
ば
せ
、
寺
社
や
有
力
公
家
と
関
係
を
持
ち
、
主
君
の
官
位
昇
進
に
便
宜
を
計
ら
っ
て
も
ら
う
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
父
茂
辰
は
そ
の
京
都
屋
敷
の
管
理
者
で
あ
っ
た
。
上
田
生
ま
れ
の
世
南
が
後
年
は
る
か
遠
く
京

・
大
坂
を
中
心
に
活
躍
す
る
端
初
は
父

父
は
寛
政
十

一
年

（一

七
九
九
）
に
は
二
十
石
の
加
増
を
得
、
百
石
取
り
の
ま
ま
文
化
五
年

(-
八

0
八
）
五
月

―
二

日
、
六
十
歳
で
京
都

二
、
先
祖
に
つ
い
て

―-。

左
京
区
千
本
出
水
通
り
の
長
遠

（園
）
寺
に
葬
っ
た
。
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〇
十

一
月
六
日
。
世
南
の
祖
母
が
六
十
八
歳
で
没
し
た
。
京
都
の
菩
提
寺
長
遠
寺
の
過
去
帳
に

「高
橋
与
兵
衛
母
」
と
み
え
る
。

享
保
二
年

0
一
月

「
被
召
出
三
人
扶
持
」
（
『
明
細
・
断
絶
家
』）。

父
の
見
習
い
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。
こ
の
頃
世
南
は
す
で
に
俳
諧
の
嗜
み
が
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
既
述

『幻
華
集
』
の
序
に

「少
に
し
て
俳
体
を
井
上
士
朗
に
学
び
、
初
め
六
轡
と
称
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
士
朗
は
名
古
屋

に
住
む
医
家
で

「寛
政
の
三
大
家
」
と
称
さ
れ
る
著
名
な
俳
人
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
文
通
に
よ
る
指
琳
と
思
わ
れ
る
が
名
古
屋
に
行
っ
た
こ

と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
六
轡
の
号
は
士
朗
の
命
名
か
、
出
典
は

『詩
経
』
小
雅
の
う
ち

「皇
々
者
華
」
で
あ
る
。

十
代
に
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
世
南
の
作
品
が
信
州
伊
那
の
中
村
伯
先
編

『
炊
水
園
随
筆
』
巻
七
に
み
え
る
。

寛
政
六
年

一
八
〇

十
四
歳

一
七
九
四

六
歳

地
は
四

0
0二
坪
で
あ
っ
た
。
以
下
年
譜
式
に
叙
述
す
る
。

三
、
第
＿
期

寛
政
元
年
（

一
七
八
九
）

の
出
生
か
ら
文
化
六
年

(-
八
0
九
）
の
脱
藩
ま
で
を
第

一
期
と
す
る
。
文
化
六
年
は
世
南
二
十

一
歳
で
あ
る
。

う
ま
や
う
ら

出
生
地
は
旧
長
野
県
上
田
市
末
広
町
で
あ
る
。
同
地
は
か
つ
て
厩
裏
と
い
わ
れ
、
藩
主
の
屋
敷

（現
上
田
高
校
）
の
東
南
に
隣
接
し
、
火
急

の
役
を
担
っ
た
家
臣
の
住
居
や
藩
主
の
馬
屋
が
あ
っ
た
。
高
橋
家
は
現
在
上
田
高
校
内
の
食
堂
と
真
向
う
位
置
、
現
住
者
名
で
い
う
と
半
田
・

(l
)
 

牧
野
・

今
井
・
小
野
沢
•

平
林
•

宮
本
の
六
軒
を
含
む
位
置
に
あ
っ
た

。

世
南
が
こ
こ
に
い
た
の
は

一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
わ
ず
か

三
年
間
で

寛
政
三
年
五
月
に
は
京
都
に
引
越
し
て
い
る
（
『
明
細
・
断
絶
家
』
）
。
京
都
に
お
け
る
住
居
は
上
田
藩
邸
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
藩
邸
の
敷
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〇
義
仲
寺
刊

・
祐
昌
編
『
時
雨
会
』
に
入
集
。
同
書
は
芭
蕉
追
悼
集
。「
四
来
奉
納
」
の
中
に

皇
都
六
轡

0
二
月
二
十
六
日
。
世
南
の
姉
と
思
わ
れ
る
人
が
他
界
、
長
遠
寺
に
葬
ら
れ
た
。
同
寺
の
過
去
帳
に

「春
光
院
花
皐
自
窯
大
姉
土
葬
、
高
橋
与

兵
衛
の
娘
」
と
み
え
る
。

0
俳
人
短
冊
模
刻
集
『
鳳
喝
帖
』
に

「
信
州
上
田

深
山
木
の
薪
を
も
れ
て
山
ざ
く
ら

洛

六
轡

(
2
)
 

0
七
月
十
七
日
付
、
西
尾
武
陵
宛
て
僧
羅
城
書
簡
に

「京
師
茂
良
、
六
轡
と
申
二
子
、
殊
之
外
出
情
二
て
月
二
五
、
六
度
ヅ
ヽ
の
文
音
詠
草
下

0
二
斗
庵
編

『犬
ざ
く
ら
』
に
入
集
。

文
化
四
年

一
八

0
七

十

九

歳

夕
や
け
の
ほ
ど
な
く
秋
の
月
夜
か
な

六
轡

枯
尾
花
時
雨
ヽ
も
の
ヽ
は
じ
め
な
り

文
化
三
年

＿
八

0
六

十
八
歳

実
の
と
こ
ろ
同
書

（
巻
七
）
の
成
立
時
が
わ
か
ら
な
い
。
巻
八
は
天
明
四
年
（

一
七
八
四
）
か
ら
寛
政
八
年
（

一
七
九
六
）
以
後
の
作
品
を

収
め
る
か
ら
で
あ
る
。
巻
七
が
も
し
天
明
三
年
以
前
の
作
品
を
収
め
る
と
す
る
な
ら
、

の
中
に
も
寛
政
、
文
化
初
年
の
作
品
が
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

か
や
原
へ
鹿
相
に
出
た
り
ふ
ゆ
の
月

小
さ
か
づ
き
め
ぐ
る
や
や
が
て
ち
ど
り
の
夜

水
仙
や
山
は
不
動
の
戸
の
あ
く
日

は
し
人
＼
ハ
し
ぐ
れ
を
れ
す
る
浅
茅
か
な

高
橋
氏
」
と
し
て
入
集
。

ヽ ヽ ヽ
六
轡

そ
れ
は
世
南
の
出
生
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
七
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行
人
の
影
よ
り
降
る
や
く
れ
の
ゆ
き

朝
が
ほ
の
露
吹
ほ
ど
け
は
し
す
ゞ
み

深
山
木
の
薪
を
も
れ
て
山
桜

は
る
の
雁
け
し
き
も
な
く
て
立
さ
ワ
ぐ

は
る
雨
や
ち
ら
／
＼
ミ
ゆ
る
山
の
藍

夕
け
ぶ
る
初
瀬
は
絶
ぬ
霞
か
な

人
の
す
む
限
り
ハ
寒
し
山
の
お
く

秋
の
夜
や
い
く
ら
も
な
ら
ぶ
松
の
影

鹿
の
声
枯
木
の
う
へ
の
月
夜
哉

0
同
じ
く
大
坂
の
升
六
が
刊
行
し
た

『
発
句
二
葉
草
寅
巻
』
に
八
句
が
入
集
す
る
。

京

六
轡

秋
風
は
絶
て
野
分
の
夕
か
な

住
よ
し
の
松
の
ひ
ま
さ
へ
秋
の
く
れ

刈
こ
ミ
し
藻
屑
花
咲
雨
夜
哉

苅
こ
ミ
し
藻
屑
花
咲
雨
夜
か
な

と
い
う
俳
書
を
刊
行
、
次
の
世
南
の
句
を
収
め
る
。

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
六
轡

り
候
。
小
言
を
い
ろ
／
＼
申
遣
し
候
。」

の

一
文
が
み
え
る
。
羅
城
は
名
古
屋
駿
河
町
の
光
蓮
寺
住
職
で
世
南
の
師
井
上
士
朗
に
師
事
し
た
。

そ
の
縁
で
世
南
も
指
導
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
茂
良
は
清
瀬
昌
雄
と
い
い
京
都
の
俳
人
で
葎
庵
と
も
号
し
た
。
こ
の
年
茂
良
は
『
琵
琶
袋
』

0
同
じ
句
が
同
年
升
六
の
刊
行
し
た

『
文
化
丁
卯
二
葉
集
』

に
入
集
す
る
。

京

六
轡
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月
雪
や

一
夜
の
後
ハ

雪
に
し
て

〇
祐
昌
門
人
編

『霜
の
か
ね
』
に
入
集
。

お
き
あ
が
る
萩
よ
り
ふ
と
き
日
ざ
し
哉

山
城

六
轡
六
轡

0
前
柿
壷
紀
梅
価
編

『
俳
諧
花
鳥
目
付
集
』
に
入
集
。

菜
の
花
や
昼
か
ら
下
る
鳶
か
ら
す

み
は
な
か
っ
た
。

文
化
五
年

洛

六
轡

〇「
親
与
兵
衛
故
障
之
節
右
代
相
勤
可
申
旨
、
文
化
五
辰
正
月
十
五
日
御
給
金
並
之
通
被
下
」
（
『
断
絶
之
分
明
細
』
）
。
同
書
の

「高
橋
源
――
-」

の
項
で
あ
る
。
源
三
は
世
南
の
通
称
で
あ
る
。「
親
与
兵
衛
故
障
」
の
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
年
九
月
十
二
H
父
与
兵
衛
は

病
死
し
て
い
る
の
で
公
務
中
倒
れ
る
か
し
て
、
世
南
が
代
役
を
務
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

0
九
月
十
二
日
。
父
病
死
。
長
遠
寺
に
葬
る
。
法
名
竜
源
院
雲
帯
義
耕
居
士
。
法
名
の
中
に
「
雲
帯
」
の
二
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
上
田
の
俳
人

成
沢
雲
帯

（白
雄
門
人
）
と
混
同
し
た
書

（
高
橋
月
巣
編
『
当
時
現
在
俳
諧
師
人
名
録
』
）
も
あ
る
が
誤
り
で
あ
る
。
世
南
の
父
は
俳
諧
の
嗜

0
「同
年

（文
化
五
年
）
＋

一
月
家
督
。
八
十
石
。
勤
向
是
迄
之
通
」
（『
断
絶
之
分
明
細
』）。

父
は
百
石
で
あ
っ
た
か
、
世
南
は
八
十
石
で
京

都
屋
敷
留
主
居
役
、
京
都
足
軽
支
配
を
引
き
継
い
だ
。

0
俳
書
『
歳
旦
呉
竹
風
雅
』
及
び

『宵
月
文
事
』
に
六
轡
と
し
て
入
集
。

〇
琴
州
編

『
み
の
む
し
』
に
入
集
。

＿
八

0
八

二
十
歳

か
く
ば
か
り
月
ハ
夜
を
て
る
師
走
哉

か
れ
萩
を
箸
に
も
折
ら
ず
河
豚
汁

ヽ ヽ
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文
化
六
年

＿
八

0
九

〇
十

一
月
。
「
母
、
家
来
倶
二
出
奔
、
断
絶
」
（『
明
細

・
断
絶
家
』
）。
家
督
を
継
い
で
か
ら
丁
度
一
年
後
に
母

・
家
来
と
と
も
に
脱
藩
、
家
は

断
絶
し
た
。
高
野
山
奥
の
院
の
句
碑
で
は

「性
質
訥
邑
に
阿
ぬ
る
能
は
ず
」
と
そ
の
脱
藩
の
理
由
め
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く

四
、
第
二
期

文
化
六
年
十
一

月
脱
藩
以
後
、
近
畿
、
西
国
各
地
を
漂
泊
、
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
十
二
月
、
京
都
富
小
路
錦
小
路
上
ル
西
側
に
定
住
す

る
ま
で
の
十
三
年
間
で
あ
る
。

二
十
＿
歳

0
文
化
八
年

一
月
二
十
二
日
、
丹
波
の
西
尾
武
陵
に
宛
て
た
手
紙
に
文
化
六
年
の
脱
藩
以
後
を
述
ぺ
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

は
管
理
能
力
の
欠
如
、
俳
諧
執
心
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
。

負
あ
ま
る
草
を

一
夜
の
蚊
遣
か
な

〇
梅
室
編

『
己
巳
四
時
行
」
に
入
集
。

菜
の
花
や
昼
か
ら
下
る
鳶
烏

0
松
兄
編

『
名
な
し
草
』
に
入
集
。

二
十
＿

歳

苅
こ
ミ
し
藻
屑
花
さ
く
雨
夜
哉

〇
漫
々
編

『
ふ
る
し
も
』
に
入
集
。

文
化
六
年

一
八

0
九

若
葉
し
て
山
田
の
蛙
喘
さ
か
り

〇
眉
山
編
『
身
締
集
』
に
入
集
。

六
轡
六
轡
六
轡

六
轡
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鴬
に
木
の
葉
衣
を
振
ひ
け
り

0
秋
挙
編

『
こ
と
の
ば
ら
』
に
入
集
。

京

六
轡

0
俳
書
『
小
菊
原
』
に
京
六
轡
と
し
て

一
句
入
集
。

秋
の
夜
や
人
の
住
る
ヽ
竹
ば
し
ら

行
脚
六
轡

0
竹
斎
編

『句
安
奇
萬
度
』
に
入
集
。

人
の
来
る
野
と
は
見
え
た
る
桔
梗
か
な

洛

六
轡

0
井
眉
編

『
華
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

山
住
の
は
じ
め
な
る
ら
ん
竹
植
る

京

六
轡

0
信
濃
の
素
築
編

『続
草
枕
』
に
入
集
。

い
う
が
、
母
も
梅
室
の
も
と
に
寄
寓
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

文
化
七
年

〇
芝
居
見
立
人
気
俳
人
番
付
に
京
都
六
轡
と
し
て
入
集
。

し
だ
い
に
名
声
が
上
っ
て
き
て
い
る
。

0
京
都
の
俳
人
梅
室
の
伝
記

『梅
室
翁
紀
年
録
』
の
文
化
七
年
の
項
に

「
世
南
、
布
施
丸
同
居
」
と
記
載
。
前
述
の
文
化
八
年
一
月
―

―十
二
日

書
簡
中
に

「
旧
冬
押
つ
ま
り
帰
洛
、
梅
室
雪
雄
か
た
に
罷
有
候
」
と
あ
る
点
と
符
合
す
る
。
雪
雄
は
梅
室
の
前
号
。
母
と
と
も
に
脱
藩
し
た
と

＿
八
一
〇

（下
略
）

（前
略
）
其
節

5
わ
た
く
し
事
子
細
御
座
候
て
、

当
時
浪
々
の
身
分
二
罷
成
、
風
流

一
ま
き
の
男
に
相
成
候
。
其
節
ゆ
へ
に
甚
取
込
、
御
返

事
も
不
申
候
段
御
免
可
被
下
候
。
夫
よ
り
を
は
り
名
古
屋
へ
罷
越
、

二
十
二
歳

は
い
か
い
興
行
、
旧
冬
押
つ
ま
り
帰
洛
、
梅
室
雪
雄
か
た
に
罷
有
候
。

脱
藩
後
師
士
朗
の
い
る
名
古
屋
に
行
き
、
文
化
七
年
十
二
月
頃
ま
で
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
旧
冬
」
は
文
化
七
年
冬
で
あ
る
。
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寂
と
し
て
霜
に
落
こ
む
槙
桧

仝

〇
奇
淵
編

『俳
諧
四
季
並
題
』
の
上
段
巻
初
に

「文
化
七
年
九
月
廿
六
日
浮
瀬
亭
輿
行
」
と
し
て
奇
淵
（
発
句
）
釣
翁
、
六
轡
ら

一
順
歌
仙
を

収
む
。
ま
た
同
書
の
旧

『
松
風
会
』
に
次
の
発
句
が
収
録
。

京

六
轡

遠
里
の
有
ふ
り
に
と
ぶ
乙
鳥
哉

同
書
中
、
旧

『
花
市
会
』
に
次
の
発
句
を
収
録
。
洛

六
轡

0
一
月
二
十
二
日
。
丹
波
の
西
尾
武
陵
に
手
紙
を
出
し、

文
中
「
春
興
す
り
物
願
を
い
た
し
候
間
、
貴
句
勿
論
、
御
社
中
様
方
の
御
句
御
恵
被

下
候
様
奉
祈
候
。

一
句
に
て
も
過
分
二
集
り
申
候
得
者
、
当
時
の
都
合
甚
よ
ろ
し
く
候
。
此
段
御
察
し
可
候
下
候
。」

と
記
す
。
春
典
の
出
句

0
九
月
。
葺
笠
と
『
一
夜
二
弼
仙
』
を
刊
行
。
世
南
の
処
女
出
版
で
あ
ろ
う
。
タ
テ
ニ
十
ニ
セ
ン
チ
、

綴
。
全
五
丁
。
序
、
祓
無
し
。
二
巻
の
両
吟
歌
仙
を
収
め
る
だ
け
の
小
冊
で
葺
笠

（山
城
の
人
）

三
日
月
細
く
車
お
す
町

笠

左
右
の
手
膝
に
あ
る
時
暗
鶉

仝

も
の
ヽ
響
は
皆
砧
に
て

六
轡

軒
の
山
草
の
花
見
る
迄
に
せ
し

荘
笠

文
化
辛
未
無
射
初
三
夜
刻
燭
而
成

料
で
糊
口
を
し
の
ご
う
と
し
て
い
る
。

文
化
八
年

＿
八

二
十
三
歳

い
く
す
ぢ
も
み
ど
り
を
持
て
枯
柳

六
轡

茶
畠
に
寒
ミ
を
つ
け
て
う
つ
砧

の
履
歴
も
わ
か
ら
な
い
。
半
丁
八
行
書
き
。

ョ
コ
十
六
セ
ン
チ

一
冊
。
四
ツ
目
大
和
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馬
の
直
が
出
来
た
る
露
に
手
を
拌
て

笠

砥
石
の
か
け
の
多
き
蝉

轡

十
六
夜
の
気
持
に
な
ら
ぬ
小
蝋
燭

笠

も
や
／
＼
と
見
え
る
や
荻
の

二
所

一
分
ニ
ツ
で
す
ま
す

一
月

轡

碓
に
は
ら
／
＼
煤
の
落
か
ヽ
り

笠

葎
の
上
は
雪
の
置
也

轡

千
鳥
に
も
今
更
顔
の
揚
ら
れ
ず

笠

ど
ふ
思
て
も
気

二
染
ぬ
縁

轡

す
ツ
と
焚
て
も
霞
む
切
柴

ゥ

行
燈
を
出
せ
バ
椿
の
裏
が
見
え

ヽ 笠

商
ひ
の
ミ
ぢ
ん
も
す
か
ぬ
蝶
の
影

ヽ

若
い
う
ち
か
ら
下
駄
を
い
や
が
る

轡

夕
月
を
真
向
に
受
る
壁
ぬ
り
て

、A

赤
豆
斗
で
ふ
さ
ぐ
小
む
し
ろ

其

子
を
う
む
猿
の
ひ
と
り
帰
る
か

葦
笠

ハ
轡

（下
略
）

轡
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指
も
の
ヽ
法
度
を
ふ
れ
る
花
盛

轡

主
が
か
は
つ
て
山
を
伐
こ
む

笠

小
皿
の
め
し
を
覗
く
ま
め
鳥

ゥ

あ
ち
こ
ち
へ
御
酒
の
下
り
を
分
て
や
り

轡 笠

朝
自
の
今
に
扇
の
は
な
さ
れ
ず

轡

う
れ
し
い
時
も
こ
ん
な
月
影

笠

宇
治
を
見
て
頻
に
髪
を
剃
た
か
り

轡

よ
ん
べ
の
ま
ヽ
に
し
れ
ぬ
は
き
物

笠

質
店
へ
半
日
ヅ
ヽ
ハ
手
が
と
れ
る

轡

ひ
と
り
／
＼
に
わ
け
る
こ
の
わ
た

笠

年
内
は
雨
の
タ
ベ
も
す
く
な
く
て

轡

枝
下
さ
せ
る
松
の
に
し
へ
ら

笠

海
を
見
て
か
ら
お
と
な
し
き
人
使
ひ

轡

帯
の
あ
は
い
へ
は
さ
む
銀
札

笠

よ
所
よ
り
早
う
芋
植
付
る

一ヲ
て
う
ち
ん
の
跡
先
に
な
る
春
の
鳥

ヽ 轡

朝
風
の
薄
縁
め
ぐ
る
寺
の
花

笠

近
江
の
山
は
皆
東
む
く

轡
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朝
が
ほ
の
間
に
ち
ひ
さ
し
山
の
空

山
住
の
は
じ
め
な
る
ら
む
竹
植
る

行
春
の
ひ
と
り
な
が
る
ヽ
小
舟
哉

遠
里
の
あ
る
ふ
り
に
と
ぷ
乙
鳥
哉

根
の
は
や
し
に
き
ゆ
る
か
す
み
哉

い
か
に
か
く
残
細
し
や
野
へ
か
す
む

白
雪
や
翌
は
ふ
む
ぺ
き
山
ざ
く
ら

梅
が
ヽ
や
っ
ぽ
み
こ
ぽ
る
ヽ
清
閑
寺

〇
乙
二
編
『
斧
の
柄
』
附
録
に
十
句
入
集
。

何
所
ぞ
に
は
芦
火
の
は
て
の
夜
の
雪

〇
素
隠
編
『
な
み
は
や
し
ふ
』
に
入
集
。

し
て
登
載
。
右
の
番
付
よ
り
か
な
り
下
位
で
あ
る
。

六
轡
六
轡

0
俳
人
番
付
「
新
板
諸
国
は
い
か
い
し
大
角
力
ば
ん
付
」
の
中
央
柱
別
格

「
行
司
」
全
五
段
中
の
三
段
二
人
目
に

「大
坂

0
俳
人
番
付

「
正
風
俳
諧
名
家
角
力
組
」
（
板
元
長
斎
・
柳
荘
・
其
成
）

載
。
当
時
大
坂
に
い
た
ら
し
い
。

は
し
り
元
か
ら
蛙
鳴
出
す

笠

ど
の
鹿
も
腹
の
軽
な
る
春
の
く
れ

轡

風
の
加
減
で
遅
ひ
紫
蕨

笠

の
西
方
最
下
段
（
五
段
）
右
よ
り
二
十
六
人
目
に
「
京

六
轡
」
と

六
轡
」
と
し
て
登
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名
古
屋
の
岳
賂
、
摂
津
の
士
川

ヒ
ゴ
対
竹

ナ
ニ
ハ升
六

家
み
へ
て
扇
ひ
ろ
ひ
ぬ
こ
け
の
上

来

・
千
影
、
大
坂
の
井
眉
、
長
崎
の
天
外
、
大
坂
の
百
堂
、

オ
ク

乙
二

化
八

・
九
年
頃
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
集
中
世
南
の
旬
は

「
ナ
ニ
ハ

六
轡
」
と
あ
り
、
当
時
大
坂
に
住
ん
で
い
た
。

〇
奇
淵
編

『松
風
会
』
に

「
大
坂

六
轡
」
と
し
て
発
句
一
、
連
句
が
入
集
。

で
い
る
。

六
旬
目

「
行
春
の
」
、
九
句
目
の

「
ふ
る
さ
と
の
」
な
ど
秀
句
が
目
に
つ
く
。
九
句
目
は
わ
ず
か
三
歳
で
去
っ
た
故
郷
上
田
を
な
つ
か
し
ん

〇
奇
淵
編

『俳
諧
発
句
四
季
併
題
さ
く
ら
苗
』
に

「京
六
轡
」
と
し
て
入
集
。

0
六
轡
号
を
名
の
っ
て
い
た
文
化
八

・
九
年
頃
、
『
ふ
な
い
ち
集
」
と
い
う
俳
諧
撰
集
を
刊
行
す
る
。
同
書
は
半
紙
本

一
冊
で
二
十
二
丁
。
題

筏
は

『
ふ
な
い
ち
集
』。

内
題
等
は
無
い
。
刊
年
は
な
い
が
集
中
師
井
上
士
朗
（
文
化
九
年
五
月
没
）
が
入
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
文

『
ふ
な
い
ち
集
』
は
序

・
跛
が
な
く
、
京
都
三
条
の
菊
舎
太
兵
衛
の
板
。
半
丁
八
行
書
き
で

一
丁
か
ら
七
丁
裏
ま
で
は
諸
家
の
発
句
集
、
巻

頭
は
京
都
の
苔
虹
。
以
下
著
名
人
の
み
を
抜
く
と
、
加
賀
の
眉
山
、
摂
津
の
瓜
坊
、
広
島
の
玄
蛙
、
長
崎
の
菊
也
、
伊
勢
の
椿
堂
、
近
江
の
五

青
鷺
の
声
の
下
な
り
淀
八
幡

摂
津
の
桐
栖
、
備
後
の
李
朝
、
伊
勢
の
丘
高

ラ
ク

百
池

雲
の
峰
増
賀
の
鉦
も
や
れ
ぬ
ぺ
し

夏
の
夜
や
た
く
も
手
の
中
胡
椒
の
木

着
て
た
て
ば
昏
子
に
し
た
し
鏡
山

ふ
る
さ
と
の
秋
風
こ
ひ
し
さ
ヽ
げ
め
し
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梨
子
を
す
か
し
に
の
ぼ
る
残
月

六
轡

唐
き
び
に
ゆ
ら
れ
て
見
へ
る
家
居
か
な

猪
莱

゜

松
葉
た
＜
香
の
ほ
き
／
＼
と
す
る

轡

い
か
い
こ
と
雅
の
を
り
る
汐
尻
に

ヽ

一
人
前
な
る
家
に
物
か
く

州

二
度
ま
で
く
セ
の
か
は
り
し
菊
咲
て

ヽ

木
に
も
草
に
も
よ
ら
ぬ
鹿
の
尾

六
轡

満
月
の
雫
の
下
の
在
所
か
な

梧
州

゜

四
句
後
か
ら
延
史
が
加
わ
り
五
吟
と
な
っ
た
。

松
の
み
ど
り
の
ど
れ
も
ほ
ち
け
る

翁

春
雨
の
け
ぶ
り
に
な
ら
ぬ
月
の
影

轡

猿
の
音
す
る
縄
を
ひ
く
な
り

宗
樹

灯
心
の
つ
く
り
方
あ
る
山
水
に

奇
淵

新
茶
の
い
ろ
の
く
は
つ
と
出
過
る

六
轡

朝
日
に
は
あ
た
る
合
点
か
か
た
つ

ぶ
り

釣
翁

七
丁
裏
か
ら
十
二
丁
表
ま
で
六
轡
中
心
の
半
歌
仙
が
四
巻
あ
る
。
各
表
六
句
の
み
を
掲
げ
る
。
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松
の
露
落
て
あ
き
し
る
ひ
と
り
か
な

奥
州
の
巣
居
、
名
古
屋
の
竹
有
、
長
門
の
羅
風
イ
ヨ

樗
堂

ヲ
ハ
リ士
朗

道
の
辺
や
小
萩
に
う
つ
る
い
ね
の
虫

あ
さ
が
ほ
の
花
に
し
つ
こ
き
残
暑
哉

ア
キ

篤
老

カ
ヒ

)
と
し
ま
た
か
る
か
や
ハ
な
し
を
み
な
へ
し
嵐
外

十
二
丁
裏
か
ら
再
び
発
句
が
続
く
。

蔦
を
曳
て
も
月
の
広
が
る

笠

ひ
や
つ
く
ハ
串
の
餅
の
う
ご
く
う
ち

ヽ

鳥
の
眼
の
し
た
し
く
な
る
や
梅
の
花

元
結
ひ
ね
る
紙
の
す
ヽ
び
る

三
河
の
秋
挙
、
伊
賀
の
猪
莱
、

轡

春
た
け
る
山
の
入
日
に
戸
を
明
て

ヽ

土
を
あ
て
が
ふ
宦
の
く
き
だ
ち

葦
笠

゜

寒
に
と
り
つ
く
宵
か
ら
の
雨

炭
屯
の
い
つ
か
ふ
へ
た
る
山
の
形

籠
の
小
海
老
の
何
ほ
ど
も
な
き

鍋
の
声
み
な
が
／
＼
、ま
で
ひ
や
つ
い
て

六
轡 轡 ヽ 莱 ヽ^
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葎
ば
か
り
の
う
す
き
一
夏

六
轡

植
付
る
日
も
そ
の
ま
ヽ
に
庭
の
竹

春
哉

み
ぞ
る
ヽ
や
雪
に
あ
れ
た
る
小
笹
は
ら

寒
ぎ
く
の
花
と
い
ふ
ま
で
松
の
臆

初
雪
と
い
ふ
口
へ
さ
す
あ
さ
日
か
な

炭

ラ
ク

雪
雄

ナ
ニ
ハ月
居

ナ
ニ
、奇
淵

エ
ド

道
彦

初
霜
や
あ
は
れ
を
つ
く
す
草
の
う
へ

せ
き
れ
い
の
ふ
む
ま
で
か
れ
ぬ
池
の
草

両
の
手
の
夜
ハ
さ
び
し
き
時
雨
か
な

六
轡

ナ
ニ
ハ万
和

ハ
リ
マ玉
屑

三
河
の
卓
池
、
大
坂
の
長
斎

・
竹
斎
、
江
戸
の
巣
兆
、
大
坂
の
三
津
人

・
空
阿

・
米
彦
、
摂
津
の

一
草

ナ
ニ
ハ六
轡

サ
ガ
ミ葛
三

大
坂
の
瑞
馬
、
近
江
の
烏
頂

・
芳
之
、
大
坂
の
ろ
（
魯
）
隠

山
城
の
葦
笠
、
大
坂
の
釣
翁

を
さ
し
て
と
ぷ
也
夜
の
鶴

十
九
丁
表
か
ら
二
十
二
丁
裏
ま
で
六
轡
中
心
の
半
歌
仙
三
巻
を
収
録
す
る
。
例
に
よ
っ
て
表
六
句
の
み
を
紹
介
す
る
。

か
も
川
や
す
ゞ
め
も
下
り
て
友
ち
ど
り

手
か
ら
手
へ
米
い
た
ゞ
く
や
門
の
露

畠
に
も
米
が
出
来
た
り
な
く
す
ゞ
め

し
り
顔
で
又
わ
す
れ
る
や
け
さ
の
つ
ゆ

す
む
か
り
と
う
き
世
は
な
る
や
松
の
露

成
美

シ
ナ
ノ素
壁

エ
ド

木
海
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宦
の
脊
中
へ
廻
る
あ
き
風

と
ち
餅
に
ひ
や
り
と
月
の
影
が
さ
し

轡 ヽ

桜
桐
縄
の
直
を
何
べ
む
も
き
く

郷

不
都
合
に
け
づ
り
上
た
る
鞍
置
て

ヽ

ふ
す
ま
の
裾
の
か
は
る
夏
草

六
轡

し
た
ヽ
る
や
こ
の

一
山
の
夜
の
霧

豊
郷

゜

筋
違
へ
に
つ
く
温
泉
の
ロ

轡

冗
＜
ぽ
む
と
こ
ろ
へ
出
た
る
三
日
の
月

良

朝
の
遅
さ
を
水
鶏
な
く
な
り

シ

ッ

ポ

ひ
ら
つ
い
た
馬
の
尻
尾
に
霧
は
れ
て

を
か
し
く
な
り
し
秋
の
ま
ん
中

良 轡
比
良

桐
の
葉
の
お
く
に
並
ぶ
や
夏
坐
舗

六
轡

゜

低
い
家
ほ
ど
秋
は
す
く
な
し

哉

汐
先
や
鴻
と
鴫
と
が
む
か
ひ
あ
ひ

轡

月
の
明
り
も
挑
灯
が
入

魚
眼

革
つ
ゞ
ら
昇
バ
脊
負
ば
ゆ
さ
つ
い
て

井
眉
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あ
る
。

文
化
十
年

八

も
や
／
＼
と
見
ゆ
る
や
萩
の
ほ
た
所

〇
半
位
庵
春
漣
編

『
お
ほ
さ
や
ま
』
に
入
集。

両
の
手
の
夜
ハ
淋
し
き
時
雨
哉

〇
素
槃
編
士
朗
追
善
集
『
信
濃
札
』
に
入
集
。

文
化
九
年

＿
八

蕪
村
門
の
西
村
定
雅
で
あ
る
。

六
轡

京

六
轡

半
歌
仙
に
続
い
て

「
お
く
れ
て
拾
ふ
た
る
句
」
と
し
て
発
句
六
句
が
あ
る
。
次
も
そ
の

一
句
。

ラ
ク

定
雅

ゆ
ふ
桜
花
ま
す
か
と
ぞ
お
も
ひ
け
り

二
十
四
歳

0
五
月
十
六
日
。
師
井
上
士
朗
没
。
享
年
七
十

一。

以
後
京
都
の
桜
井
梅
室
の
指
導
を
仰
ぐ
。

二
十
五
歳

0
河
内
の
俳
諧
堂
未
相
と

『俳
諧
新
十
家
発
句
集
』
を
編
刊
。
内
題
に
よ
る
と
当
時

「浪
華
」
に
居
住
、
阿
里
園
六
轡
と
号
し
て
い
た
。
半
紙

本
四
冊
。
心
斎
橋
通
伝
馬
町
河
内
屋
嘉
七
／
同
北
久
太
郎
町
同
儀
助
／
同
所
塩
屋
忠
兵
衛
梓
。
賀
茂
季
鷹
序
文

（文
化
九
年
）
、
世
南
の
跛
が

い
こ
ま
の
山
を
さ
し
の
ぽ
る
月
の
ひ
か
り
と
ゞ
め
て
阿
里
園
の
う
ち
あ
き
ら
か
に
ひ
と
つ
の
草
昏
を
ひ
ら
く
。
こ
は
く
だ
れ
る
世
な
が
ら

こ
の
道
に
の
ぽ
れ
る
人
ら
の
た
へ
に
い
ひ
出
た
る
を
こ
ヽ
ろ
を
や
る
は
し
の
た
よ
り
に
も
な
し
な
さ
す
ぺ
か
ら
む
と
、
こ
ヽ
に
も
と
め
か
し

こ
に
ひ
ろ
ひ
て
終
に
ひ
と
ヽ
せ
の
う
ち
た
ち
ま
ふ
こ
と
の
か
ず
／
＼
よ
り
さ
き
い
づ
る
花
に
な
く
と
り
、
影
き
よ
き
そ
ら
に
ふ
る
も
の
も
た

れ
り
。
お
の
れ
蚊
眉
の
中
に
あ
る
身
、
僭
鍮
の
罪
の
が
れ
ず
と
は
い
へ
ち
か
ら
を
あ
は
す
人
あ
り
て
ふ
み
ひ
さ
ぐ
人
の
た
す
け
に
さ
へ
な
り

け
り
。
ゆ
く
す
え
ハ
わ
れ
を
も
し
の
ぶ
人
や
あ
ら
む
。
む
か
し
を
お
も
ふ
こ
ヽ
ろ
な
ら
び
に
か
く
ハ
聞
か
ら
こ
の
草
帯
を
見
ん
君
た
ち
に
拙
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春
の
夜
や
藪
に
成
た
る
壁
伝
い

〇
甲
斐
の
有
斐
編

『
星
つ
く
り
』
に
入
集
。

京

六
轡

故
郷
の
米
よ
り
白
し
う
め
の
は
な

六
轡

〇
尺
文
編

『俳
諧
難
波
物
語
』
入
集
。

ふ
と
こ
ろ
に
影
さ
し
入
や
秋
の
山

六
轡

0
武
陵
編

『東
西
四
歌
仙
』
に
京
の
人
と
し
て
入
集
。

こ
の
文
に
よ
る
と
編
集
の
中
心
は
世
南
で
、
未
粗
は
手
助
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
は
寛
政
十

一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『十
家
類

題
集
』
（
屋
烏
編
。
芭
蕉
、
蕪
村
ら
元
禄
か
ら
天
明
に
及
ぶ
十
人
の
発
句
集
）
に
な
ら
っ
て
寛
政
か
ら
文
化
に
及
ぶ
代
表
的
俳
人
（
成
美
、
完

来
、
樗
堂
、
道
彦
、
月
居
、

乙
二
、
士
朗
、
升
六
、
蒼
軋
、
奇
淵
）

内
題
は

「俳
諧
新
十
家
類
題
集
」
。
当
時
世
南
は
大
坂
に
住
ん
で
い
た
。

俗
称
源
三

「
松
本
氏
」
以
外
は
記
述
が
正
し
い
。
当
時
大
坂
に
仮
寓
し
て
い
た
。

沖
中
や
ど
の
小
舟
か
ら
ほ
と
ヽ
ぎ
す

信
州
人
来
居
子
浪
華

六

轡

松

本

氏

号

阿

里

園

0
長
斎
編

『
万
家
人
名
鑑
』
巻
四
に
入
集
。

夜
に
入
て
足
袋
は
く
里
の
柳
哉

0
井
眉
編

『華
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

を
し
ら
し
む
と
、

や
が
て
月
ハ
西
山
に
入
ぬ
。

六
轡

六
轡

の
発
句
を
季
語
別
に
編
集
し
た
も
の
。
題
策
は

「俳
諧
新
十
家
発
句
集
」、

幻
花
六
轡
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文
化
十
三
年

＿
八
＿
六

二
十
八
歳

0
束
粗
編

『
柳
く
や
う
』
に
一
句
入
集
。

月
か
げ
ハ
か
く
ま
で
佗
ず
我
に
さ
へ

0
有
斐
編

『続
調
布
集
』
に
入
集
。

朝
つ
バ
め
心
の
た
か
ミ
崩
れ
ゆ
く

〇
奇
淵
編

『花
市
会

春
夏
」

に
入
集
。

山
住
の
は
じ
め
な
る
ら
ん
竹
植
る

0
西
披
編

『
つ
つ
烏
集
』

に
入
集。

根
の
は
や
し
に
き
ま
る
霞
哉

〇
巣
兆
編
淋
山
校

『
う
き
お
り
集』

に
入
集
。

古
さ
と
の
秋
風
恋
し
さ
ヽ
げ
飯

〇
鷺
橋
編

『
あ
き
の
そ
ら
』
に
入
集
。

文
化
十
二
年

一
八
＿
五

0
松
隣
編

『木
公
集』

の

「行
脚
人
」
の
中
に
入
集
。

（
マ
マ
）

舜
の
間
に
ち
さ
し
山
の
雲

二
十
七
歳

昼
な
ら
バ

芦
の
か
ぜ
な
り
ほ
と
ヽ
ぎ
す

〇
叡
美
編

『
さ
ゞ
な
み
集
』
に
入
集。

文
化
十
＿
年

＿
八
一
四

二
十
六
歳

京

六
轡

行
脚
六
轡
六
轡
六
轡

大
坂
六
轡

ナ
ニ

ハ六
轡
六
轡
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〇
魏
道
編

『
時
雨
の
古
ご
と
』
に
入
集
。

〇
芝
山
編

『
四
海
句
双
紙
二
編
』
に
入
集
。

橋
立
に
丹
後
の
国
ハ
か
く
れ
け
り

は
し
だ
て
を
産
た
る
雪
の
朝
日
か
な

聞
た
と
は
莫
大
ぬ
く
し
与
謝
の
冬

0
番
付

「
正
風
俳
諧
名
家
角
力
組
」
（
栄
寿
堂
板
）

轡
」
と
し
て
登
載
。

〇
芝
山
編

『
四
海
句
双
紙

筒
井
庄
兵
衛
、
浦
井
徳
右
衛
門
、
野
田
治
兵
衛
板
の
半
紙
本
七
冊
）
に

「阿
里
園
六
轡
」
が
朱
で
所
々

解
釈
を
記
入
。
巻
末
に

「依
所
望
七
部
集
中
秘
事
口
伝
委
不
残
解
釈
／
阿
里
園
六
轡
／
干
時
文
化
十
余
年
丙
子
晩
秋
」
と
記
す
。

二
十
九
歳

文
化
十
四
年

0
九
月
十
一
日
。
丹
波
の
武
陵
へ
手
紙
を
出
す
。
文
中
「
当
冬
者
御
地

一
覧、

三
丹
行
脚
之
積
、
何
れ
御
地
へ
も
罷
出
可
申
候
。
」
と
記
す
。

0
同
じ
く
武
陵
宛
て
の
手
紙
に
若
狭

•

宮
津
・

天
の
橋
立
を
詠
ん
だ
作
品
が
あ
る
。

こ
の
年
か
。

う
つ
く
し
く
し
ぐ
る
ヽ
代
な
り
城
と
町

宮
津
二
水
居

蝸
牛
な
ぐ
さ
む
の
ミ
の
風
の
あ
と

は
じ
め
て
わ
か
さ
の
国
に
入
り
て

＿
八
＿
七

0
九
月
。『
俳
諧
七
部
集
』（
寛
政
七
年

花
有
と
し
り
け
り
雲
の
帰
る
処
初
編
』
に
入
集
。

浪
華
六
轡

行
脚

六
轡

の
西
方
三
段
目

（全
五
段
）
の
上
位
か
ら
十

一
人
目

（全
二
十
二
人
）
に

「大
サ
カ

＇ /‘ 
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蟷
螂
の
つ
く
ば
ふ
先
の
あ
り
明
に

長

か
ら
車
裾
野
遠
山
め
ぐ
り
来
て

李
長

松
の
雪
外
に
は
品
も
な
き
舎
り

ひ ひ

六
轡

文
政
元
年

三
十
歳

こ
け
ご
ろ
も
つ
ヽ
ほ
の
た
も
と
わ
か
ち
し
よ
り
み
と
せ
と
い
へ
る
け
ふ
拝
水
ふ
た
ヽ
び
め
ぐ
り
あ
ひ
て
く
さ
か
山
の
春
に
あ
ひ
ぬ
。
あ
る

じ
李
長
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。
た
れ
か
れ
は
吟
じ
、
た
れ
だ
ち
は
松
下
微
風
に
よ
り
て
ね
ぶ
る
。
吟
は
ヽ
る
も
の
は
遠
望
か
ぎ
り
な
く
連
山

帯
に
似
た
り
と
い
ふ
。
お
き
ツ
な
み
た
か
く
し
ろ
く
う
ち
よ
せ
、
鶴
鷺
ど
も
の
ひ
が
た
と
ら
れ
て
た
ち
さ
は
ぎ
、
か
た
へ
の
海
人
等
が
ま
が

き
ま
ば
ら
に
さ
か
な
り
け
る
声
々
む
か
し
に
た
ぐ
へ
て
あ
は
れ
な
る
。
其
事
に
な
ん
睡
る
も
の
は
や
ま
ツ
の
風
し
ヅ
か
に
ひ
ら
き
あ
ひ
て
し

か
も
鳥
を
お
ど
ろ
か
さ
ず
。
渓
水
ほ
そ
く
な
が
く
な
が
れ
い
で
ヽ
い
は
ほ
に
む
せ
ぶ
お
と
に
つ
れ
て
な
る
べ
し
。
そ
が
中
あ
る
じ
ぽ
れ
に
あ

と
ふ
る
に
ひ
と
ツ
の
藻
思
を
も
て
す
。
ひ
ら
き
見
る
に
清
遠
幽
雅
こ
ヽ
ろ
ば
せ
を
葉
の
し
ヅ
く
に
か
よ
ひ
て
さ
ら
に
煙
霞
の
病
を
満
し
、
お

ぽ
へ
ず
筆
を
と
り
け
れ
の
こ
と
を
そ
う
し
の
端
に
か
く
。
こ
れ
こ
の
集
の
お
も
て
相
ミ
す
べ
き
時
な
る
を
や
。

『
あ
は
ぢ
し
う
』
の
板
下
は
す
ぺ
て
六
轡
の
筆
で
あ
る
。
巻
末
近
く
に
編
者
李
長
と
の
両
吟
歌
仙

一
巻
が
あ
る
。
表
六
句
の

み
を
掲
げ
る
。

紙
子
親
し
き
音
の
あ
る
あ
さ

あ
び
る
雀
の
砂
う
す
く
な
る

戊
寅
仲
春

0
李
長
編

『
あ
は
ぢ
し
う
』
の
序
文
を
執
筆
。

＿
八
一
八

着
て
立
ば
紙
衣
に
し
た
し
鏡
山

浪
花
六
轡

幻
華
六
轡
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雁
帰
る
ふ
り
を
た
し
か
に
橋
反
て

里
佳

笹
原
に
袖
を
か
ハ
す
は
る
風

李
長

家
は
ミ
な
月
さ
す
野
路
の
柳
哉

゜

木
の
間
行
ば
夕
ぐ
れ
白
く
ち
り
椿

蒔
と
な
く
麦
こ
ぽ
し
お
く
畠
か
な

ヽ

菊
白
う
な
れ
バ

寒
う
も
成
に
け
り

ヽ

さ
み
だ
れ
の
ゆ
る
ミ
や
き
つ
と
風
の
音

〇
芝
山
編

『第
三
四
海
句
双
紙
』
に
淡
路
の
人
々
と
の
六
吟
半
歌
仙
と
発
句
が
入
集
。
発
句
は
、

ナ
ニ
ハ六
轡

〇
其
流
編

『清
見
潟
』
に
三
句
入
集
。

五
六
部
は
門
し
め
て
寝
る
花
火
哉

〇
茶
田
編

『茶
の
実』

に
入
集
。

夕
や
ミ
や
芥
静
ま
る
花
あ
ふ
ひ

0
玉
屑
編

『
湯
の
は
な
集
』
に
入
集
。

雪
ち
る
や
鳩
の
巣
ほ
ど
に
住
居
た
し

〇
御
風
編

『
俳
諧
法
華』

に
入
集
。

ほ
ろ
／
＼
椎
の
火
に
こ
ほ
れ
け
り

淡
路
岳
竜

世
南
世
南

行
脚
六
轡

浪
華
六
轡 （
下
略
）

長
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と
く
さ
は
た
け
ば
つ
ゆ
の
し
ぐ
る
、

蝙
蝠
の
来
る
し
を
も
な
き
初
月
に

（下
略
）

頂 仝

組
な
れ
も
せ
ぬ
丈
六
を
く
む

轡

さ
か
づ
き
を
水
に
う
け
た
る
節
句
に
て

仝

里
は
の
こ
ら
ず
霞
む
だ
ん
／
＼

露
頂

松
に
日
の
出
る
や
鴬
二
羽
三
羽

六
轡

〇
師
梅
室
の
五
十
歳
を
祝
っ
て
刊
行
し
た

『
四
時
行
』
（
梅
室
編
）
に
露
頂
と
の
両
吟
歌
仙
ほ
か
が
入
集
。

凩
や
ふ
る
の
神
杉
こ
だ
ま
し
て

六
轡

〇
甲
斐
の
蟹
守
編

『
花
の
跡
』
に
入
集
。

草
ま
く
ら
す
ゞ

し
か
れ
と
や
丸
い
月

大
坂
六
轡

0
星
譜
編

『
さ
か
づ
き
合
』
に
入
集
。

よ
き
人
の
気
に
似
て
春
は
立
に
け
り

六
轡

じ

う

に

り

つ

0
成
践
編

『
詩
宇
耳
隣
通
』
に
入
集
。

（下
略
）

も
り
や
む
雨
の
坐
の
静
な
り

粽
四
五
本
投
こ
ん
で
行

岳
竜

眠
る
な
ら
紫
陽
花
よ
り
ハ
百
合
の
花

桃
堂
六
轡
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遠
里
の
あ
る
ふ
り
に
飛
つ

ば
め
哉

白
雲
や
あ
す
ハ
ふ
む
べ
き
山
桜

六
轡

信
濃
六
轡

0
太
笥
編

『
発
句
題
叢
』
に
入
集
。

J

ヽ
に
あ
り
と
見
れ
バ
か
し
こ
も
菊
の
花

〇
竺
斎
編

『芦
陰
集
』
に
入
集
。

文
政
二
年

さ
く
ら
よ
り
出
し
な
る
べ
し
こ
の
タ

苔
水
の
音
を
出
て
来
る
ち
ど
り
哉

文
政
三
年

＿
八
二
〇

三
十
二
歳

〇
慶
五
編

『丘
象
潟
集
』
に
入
集
。

け
ふ
過
ぬ
い
ツ
か
尾
上
の
ほ
と
ヽ
ぎ
す

〇
芝
山
編

『第
四
四
海
句
双
紙
』
に
入
集
。

木
が
ら
し
や
布
留
の
神
杉
こ
だ
ま
し
て

〇
禾
木
編

『
さ
ヽ
ゑ
ぽ
し
』
に
入
集
。

0
井
眉
編

『花
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

＿
八
＿
九

三
十
一
歳

〇
梅
価
編

『く
れ
た
け
状
』
に
発
句
入
集
。

暮
た
か
と
見
る
や
ふ
う
は
り
浮
蛙

発
句
は

セ
ッ
ツ六
轡

山
城
六
轡

ナ
ニ
ハ六
轡

山
城
六
轡
六
轡

六
轡
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あ
は
れ
日
の
か
げ
月
の
か
げ
く
ま
な
く
て
ら
し
て
わ
れ
ひ
と
の
お
も
ひ
を
の
ぶ
る
ひ
と
ふ
し
の
た
ね
を
ま
す
に
ぞ
。
お
の
れ
和
月
の
ぬ
し

〇
和
月
編

『筆
の
し
み
づ
』
に
序
文
、
連
句
集
入
集
。

年
次
不
明

（六
轡
号
）

う
ぐ
ひ
す
の
あ
と
に
音
し
て
井
戸
の
暮

雲
水
六
轡

〇
吐
竜
編

『
俳
諧
桜
仏
』
に
入
集
。

路
錦
小
路
上
ル
西
が
ハ
ニ
入
庵
、
無
異

二
致
加
年
候
。」

と
記
す
。

文
政
五
年

一
八

三
十
四
歳

〇
十
二
月
。
長
い
漂
泊
生
活
を
や
め
て
京
都
富
小
路
錦
小
路
上
ル
西
側
に
定
住
。
翌
六
年

一
月
九
日
付
の
武
陵
宛
て
書
簡
に

「
野
生
旧
臓
冨
小

短
夜
の
さ
た
に
さ
へ
し
て
隅
田
河

〇
桂
丸
等
編

『俳
諧
蚤
の
あ
と
』
に
入
集
。

文
政
四
年

＿
八

三
十
三
歳

お
し
水
の
ま
は
る
や
ど
こ
も
や
む
砧

〇
道
尾
門
人
編

『芥
陀
利
華
』
に
入
集
。

な
の
花
や
昼
か
ら
下
り
る
鳶
烏

0
井
眉
編

『華
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

0
俳
書
『
奉
扇
会
』

に
入
集
。

兎
角
し
て
時
雨
草
と
は
成
に
け
り

霊
水
六
轡

世
南
六
轡

「信
濃
」
の
肩
書
は
世
南
に

「信
陽
除
史
」
と
い
う
別
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
信
濃
の
人
と
誤
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
轡

-60 -



立
舞
ふ
て
ふ
の
連
斑
也
け
り

斗
南

き
さ
ら
ぎ
の
月
を
口
／
＼
な
が
め
出
し

以
下
瓜
洲
、
鷺
橘
、
正
雄
、
何
閑
、
止
斎
、
狭
田
の
十
二
吟
で
あ
る
。

希
堂

磯
輪
の
う
め
を
折
持
に
こ
そ

六
轡

む
ら
竹
の
雫
の
た
き
火
広
が
り
て

竹
窓

や
ま
ほ
と
ヽ
ぎ
す
訪
も
折
／
＼
＇

士
明

蝙
蝠
や
あ
か
ぬ
こ
ヽ
ろ
に
風
の
吹

和
月

歌
仙
は
表
六
句
の
み
を
掲
げ
る
。

何
事
も
無
げ
な
り
山
を
出
る
月

六
轡

良
夜
幾
夜
庵
に
て

発
句
は

る
山
が
ツ
に
は
を
こ
の
わ
ざ
な
ら
ず
や
。

俳
諧
百
揆
六
轡

れ
ど
ひ
ま
な
く
て
や
み
け
む
。

い
ま
だ
い
く
よ
な
ん
と
も
い
は
ざ
る
さ
き
よ
り
ま
じ
は
り
あ
つ
く
も
の
い
ふ
ふ
し
人
＼
｀
に
も
ひ
ご
ろ
か
た
ら
ふ
は
い
か
い
の
み
ち
な
を
お
く

（
ら
）

ふ
か
く
わ
け
い
り
、
か
た
み
に
た
く
ら
ぺ
む
な
ど
う
ら
な
く
か
た
ら
ひ
し
そ
の
こ
ろ
よ
り
集
つ
く
れ
ん
こ
ヽ
ろ
ざ
し
い
と
ね
も
ご
ろ
に
し
あ

つ
ひ
に
あ
ま
た
と
し
を
へ
て
幾
夜
庵
よ
詞
宗
よ
と
て
人
の
も
て
は
や
す
ほ
ど
に
な
り
給
ふ
ぞ
か
し
こ
し
。
さ

き
に
ち
ぎ
り
お
け
る
こ
と
た
ゞ
に
や
み
な
む
や
と
こ
た
び
し
う
つ
く
ら
る
。
お
も
は
ず
も
わ
が
世
う
く
も
す
て
わ
び
て
あ
ま
つ
さ
へ
ち
か
く

は
や
ま
ふ
し
げ
く
う
ち
ふ
し
が
ち
に
山
ざ
と
に
月
日
の
か
さ
な
れ
る
そ
の
中
へ
撰
集
の
な
れ
る
よ
し
き
こ
ふ
る
。
う
れ
し
さ
に
み
じ
か
き
さ

へ
っ
た
な
き
こ
ヽ
ろ
を
う
ち
わ
す
れ
さ
き
に
ち
ぎ
り
し
こ
と
よ
し
を
い
ひ
ツ
の
り
、
は
し
た
な
く
も
乞
得
て
は
じ
め
に
し
る
す
。
た
き
ゞ
こ
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以
上
で
付
合
が
終
わ
っ
て
い
る
。
発
句
は

扇
ひ
ら
け
ば
な
ツ
か
し
き
草

執
筆

島
山
に
も
の
い
ふ
春
の
な
く
な
り
て

六
轡

は
ら
ミ
雀
の
朝
餌
ま
ツ
声

何
山

こ
れ
と
て
も
常
盤
草
也
芹
齊

を
発
句
と
す
る

一
人

一
句
、

二
十
句
の
付
合
で
師
の
梅
室
（
雪
雄
）

漢
水

0
京
都
の
茂
良
編

『
常
盤
樹
』
に
六
轡
の
連
句

（二
十
句
の
付
合
）
と
発
句

一
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
連
句
は

〇
沙
村
宛
六
轡
書
簡

一
通
。
九
月
十
日
付
。
天
理
図
書
館
蔵
。

い
か
に
か
／
＼
腕
細
し
や
野
道
か
す
む

六
轡

と
＜
／
＼
と
鳴
る
ば
か
り
也
磯
の
梅

草
庵
歳
旦った

J

れ
を
見
よ
羅
の
小
窓
に
足
れ
る
春

轡っ六
六3轡

残
月
の
け
ふ
と
も
し
ら
ず
う
め
の
花

六
轡

う
め
の
白
さ
び
し
／
＼
と
身
に
こ
た
へ
け
り

六
轡

生
涯
に
い
く
た
び
月
の
杜
鴎

〇
短
冊
夕
露
の
あ
か
り
に
入
り
ぬ
雲
の
峰

0
井
眉

『
華
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

六
轡
六
轡

の
一
句
も
み
え
る
。
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行
は
る
の
ひ
と
り
流
る
ヽ
小
ぶ
ね
か
な

洛

ヽ

梅
が
ヽ
や
っ
ぽ
ミ
こ
ぽ
る
ヽ
清
閑
寺

京

六
轡

0
編
者
不
詳

『
柴
神
楽
』
に
二
句
入
集
。

さ
び
し
み
に
落
て
を
か
し
き
く
ひ
な
哉

洛
陽

六
轡

〇
乙
人
編

『葛
芽
』
に
入
集
。

沖
中
や
ど
の
小
舟
か
ら
ほ
と
ヽ
ぎ
す

ヽ

遠
里
や
風
に
さ
だ
め
る
け
し
の
花

ヽ

春
の
夜
や
あ
て
に
し
て
行
杵
原

六
轡

0
井
眉
編
『
華
鳥
文
庫
』
に
入
集
。

木
の
形
に
日
影
を
持
て
梅

（の）

花

六
轡

春
』
に
「
六
轡

眼
が
れ
た
る
鈴
鹿
に
口

菊
の
う
へ

土
山
に
て

お
や
と
子
が
梅
の
下
道
つ
く
り
け
り

老
母
の
住
よ
か
ら
ん
方
に
と
聞
へ
し
ま
ヽ
蟻
園
を
あ
ふ
ミ
の
土
山
に
う
つ
し
て

土
山
に
は
名
僧
虚
白
（
常
明
寺
住
峨
）
が
い
た
が
世
南
も
虚
白
の
庇
護
に
す
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

0
編
者
不
明

『
わ
す
れ
ぐ
さ

浪
花
蟻
園
」
と
し
て

一
句
入
集
。

0
『
幻
華
集
』

に
老
母
と
近
江
土
山
に
移
住
し
た
句
が
あ
る
。

穂
茫
に
う
た
る
ヽ
眈
を
曲
に
け
り

行
脚

六
轡
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〔註〕
(1
)
 

(2
)
 

0
江
戸
深
川
念
々
舎
発
行
番
付

「
日
本
誹
諧
師
隠
者
天
狗
録
」
に

「大
坂

0
「諸
国
は
い
か
い
師
相
撲
勝
負
附
」
の
三
日
目
に

「京
六
轡
」
と

「
ア
キ
玄
蛙
」
が
対
戦
、
六
轡
の
勝
ち
。

天
明
三
年
の
上
田
藩
士
邸
絵
図
に
よ
る
と

「高
橋
与
兵
衛
」
（
世
南
の
父
）
の
邸
は
表
十
四
間
三
六
、
奥
行
四
十
間
、
裏
十
五
間
一二
六
あ
っ
た
。

大
谷
篤
蔵
編

『武
陵
来
簡
集
』
（
西
尾
精

一
刊
。
昭
和
五
十

一
年
刊
）。

以
下
武
陵
宛
て
世
南
書
簡
も
出
典
は
同

一書。

春
の
夜
や
あ
て
に
し
て
行
杵
原

0
星
譜

・
奇
淵
編
春
典

一
枚
摺
に
入
集。

け
ふ
過
ぬ
い
つ
か
尾
上
の
ほ
と
ヽ
ぎ
す

〇
杜
蓼
編
夏
興

一
枚
摺
に
入
集
。

小
坊
主
や
ま
ツ
が
枝
ふ
ん
で
け
ふ
の
月

〇
篤
老
編
紅
葉

一
枚
摺
に
入
集。

編
者

J

ヽ
に
あ
り
と
見
れ
ば
か
し
こ
も
き
く
の
花
阿
里
園

巻
末

0
六
轡
編
摺
物

「題
閑
神
」。

切
紙
形
式

一
枚
摺
゜

六
轡
六
轡
六
轡

六
轡

六
轡
」
が
収
録
。

（
マ
マ
）

0
番
付

「南
潅
部
州
大
日
本
国
俳
諧
相
場
定
所
／
大
阪
」
の
左
の
方
二
段
目

（全
八
段
）

み
え
る
。
左
の
方
の
ト

ッ
プ
は
月
居
、

二
段
目
の
ト

ッ
プ
は
師
の
雪
雄
で
あ
る
。

0
番
付

「新
百
韻
略
式
」
の
右
方
三
段
目
（
時
鳥
の
項
。
全
五
段
）

親
の
親
も
並
ぷ
や
う
な
り
草
の
露

の
二
人
目
（
全
十
二
人
）
に

「
ナ
ニ
ハ

の
二
人
目

（全
八
人
）
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。

六
轡
」
と
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